
1.17に学ぶ ～いろいろな状況を想定して～
｢コロナ感染｣が広がり兵庫県が｢まん延防止等特別措置｣の対象地域となったことで、行事予定の変更等を考えなけれ

ばならなくなりました。もちろん、学校では感染防止対策を継続･徹底します。ご理解･ご協力をよろしくお願いします。
さて、毎年１月１７日には、阪神･淡路大震災の犠牲者に哀悼の意を表するとともに、防災教育並びに地震発生を想定

した避難訓練を実施しています。防災教育については、県の作成した教材「明日に生きる」や映像資料等を活用して、
学年に応じた内容で授業を行っています。避難訓練については、地震発生を想定して放送を流し、教室内で命を守る行
動（頭を守る、机の下に潜る等）をとった後、教師の指示のもと、安全を確認して運動場に避難するというパターンで
の訓練が多いのですが、災害はいつ起こるか分かりませんし、いつも大人が近くにいるとも限りません。そこで、今年
度の避難訓練は、授業中ではあるけれど、教師が負傷し身動きがとれず指示も出せないとの設定で、子どもたちだけで、
どのように身の安全を確保するのか、みんなで考えることをめあてに実施しました。
まず、臨時の全校朝会を開催し、運動場に掲げた半旗の意味を説明した後、全員で黙祷を捧げました。そして、阪神･淡路

大震災以降、東北や九州等日本各地で大地震が起き多くの方が犠牲になっていることや、昨日(１月１６日)
も遠い外国の海底火山の噴火の影響で、日本全国に津波警報･注意報が発令されたことを話し、大地震や
災害はいつ起きても不思議ではない、一人のとき、子どもだけでいるときに起きることだってあり得るか
ら、もしもに備えて、今日は「自分の命は自分で守る」ことをしっかり勉強しようと呼びかけました。

２校時に実施した避難訓練の後の学習では、「指示があるまで待つ」、「先生やけがをしている人を助け
る」、「行ける範囲で安全なところを探して避難する」、「窓ガラスを割ってでも外に出て避難する」等の意
見が出ました。もちろん正解はなく、その時の状況に応じて臨機応変に対応しなければなりません。いず
れにせよ、できるだけ冷静に判断できるようになるために、平素から考え、訓練を繰り返し、身近な人と
話し合っておくことが肝要と考えます。災害時に命を守る学習を、今後も継続していきます。

校報

★毎月25日は、笑顔の日
「ノーゲーム･ノースマホデー」

国や県･市の方針、感染状況等に変化があった場合、変更になることがあります

１日(火) [水曜時程]、全校朝会、ALT来校、SC来校
２日(水) SSW来校、4年｢手話教室｣、地区終会
３日(木) 新1年生入学説明会
４日(金) 代表委員会、クラブ活動、｢定時退勤日｣
７日(月) ALT来校
８日(火) [水曜時程]、4年｢認知症サポーター養成講座｣

１０日(木) SC来校
１１日(金) 建国記念の日
１４日(月) ALT来校
１５日(火) SC来校
１６日(水) 移動図書
１８日(金) ｢定時退勤日｣、学校評議員会
２１日(月) ALT来校
２２日(火) ALT来校、学校保健委員会
２３日(水) 天皇誕生日
２５日(金) 委員会活動、親子読書、｢定時退勤日｣
２８日(月) ALT来校

※2月3日(木)の「新入生入学説明会」は予定どおり実施し
ますが、2月7日(月)に予定していた「1年生と今春入学
の新入生とのふれあい会」は中止とします。

※2月5日(土)の「ゆめクラブ」は中止とし、後日小学校で、
小学生のみの参加で閉講式を実施します。

※2月12日(土)の「人権を考える市民の集い」と2月13日(日)
の「駅伝大会」は中止となりました。

※2月18日(金)のオープンスクールは延期とします。日程
等、改めて連絡致します。

※学年･学級単位で行う外部講師を招いての学習は、講師
と相談のうえ、実施の可否(延期含む)を決定します。実
施する場合は、感染防止対策を十分に施し行います。

1日（火）と8日（火）は、多くの教職員が出張となりま
すので水曜時程とし、14時20分一斉下校とします。

ALT：外国語指導助手 SC：スクール･カウンセラー
SSW：スクール･ソーシャル･ワーカー

～どんぐり広場から、いつも神部っ子を見つめているどんぐりのつぶやきです～
ひろ ば かん べ こ み

３学期が始まって２ 週 間が過ぎたね。３学期は、学年の
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《1２月２１日（火） ４年「防火･救急まめ講座」》
救急救命士さんを講師に、火災現場の画像、ガス爆発やト

ラッキング火災の実験、担架作り体
験等をとおして、火事の恐ろしさや
救急の大切さを学びました。今後も
学年に応じて、人命や安全な生活を
守るための学習を続けていきます。

《1２月２２日（水） ６年「畳堤見学」》
「水害を防ぐ体験学習」の第３回

目です。当初は１学期に実施予定で
したが、雨天や緊急事態宣言のため、
２度も延期になった体験学習です。
揖保川河川敷に出向き、正條自治会
のみなさんに、実際に畳を設置するところを見せていただ
いたり、畳を持たせてもらったり、過去の畳堤設置の際の
お話をしていただいたりしました。多くの子どもたちが、
自身も地域社会の一員として、ふるさとを守っていこうと
いう思いを強く持つことができたように思います。

《1月１８日（火） ６年「租税教室」》
税務署、納税協会の協力を得て、税がないとどのような

社会になってしまうか、どのような税があって、どのよう
に使われているかなど、DVD視
聴や講話をとおして学習しま
した。納税の大切さについて
考えるよい機会となりました。

《表彰》 ～みなさん、おめでとうございます～
★JA共済小･中学生書道コンクール
銅賞…金田彰真(3-2) 佳作…岸義晴(3-2)
努力賞…肥塚雄大(6-1)、岸和奏(6-2)、山口侑大(5-2)、宮田結羽(5-3)
努力賞…伊藤綾我(4-1)、加藤華凛(4-2)、門口珠々音(2-1)
努力賞…森澤明日花(2-2)、真野晄(1-1)、沖大輝(1-2)

★「農」絵画コンクール
佳作…小林玲亜(3-1)

★家族へ思いを届けようプロジェクト2021（市）
優秀賞…松村依咲(5-2)
奨励賞…真野成央(5-1)、松本紗楽(4-2)、山口琴佳(1-2)

★WinterCUP2021サッカー大会
最優秀選手賞…圓尾侑亮(4-2、御津SSD)

★秋季兵庫県小学生女子ソフトボール大会
第1位…西播磨シュガーラビッツ
※鷲野加奈さん(5-1)と谷口愛依さん(5-3)が、同チームのメ
ンバーとして県大会で優勝しました。この結果、3月
開催の全国大会に出場することが決定しています。

《1１月２９日（月） ６年「人間関係づくりプログラム」》
４月の中学校進学を控え、楽しい雰囲気の中で対話した

り協力したりして、より良い人間関係を作っておこうと、
半田小･河内小･神部小の６年生が揖保川中学校に一堂に会
し、様々なアクティビティをとおし
て交流を深めました。新しい出会い
を大切にして､中学校生活のよいス
タートを切ってほしいと思います。

《1２月７日（火） ４年「大正池フィールドワーク」》
大正池について勉強中の４年生が

フィールドワークに出かけ、現地の
空気を感じたり様子をタブレットで
撮影したりしました。この経験を活
かして、その後の学習を進めました。

《12月8日（水） 1年1組「研究授業（道徳/人権）」》
《1月１９日（水） ５年２組「研究授業（道徳/人権）」》
両学級共、意地悪やいじめなど正しくないことをそのま

まにせず、どうやったら解決できるか考える授業を行いま
した。子どもたちは意欲的に学習に取り組み、いくつかの
素晴らしい解決策を発表し
ました。これらの学習が、
今後の学校生活に活かされ
るよう願っています。

《1２月２０日（月） 特別支援学級「ふれあい交流会」》
揖保川町内小･中学校の特別支援学級在籍児童･生徒と揖保

川町在住の西はりま特別支援学校児童
が本校に集い、｢クリスマス会｣で交流
を深めました。ゲームをしたりプレゼ
ントをもらったりして、みんなで楽し
く仲良く過ごすことができました。

《1２月２１日（火） ２年「特別支援学校についての学習」》
西はりま特別支援学校の先生に、特別支援学校について

教えていただきました。この社会は、
様々な個性を持つ人々の集合体です。
この学習を第一歩として、子どもた
ちには共生社会の実現に向けて、学
び続けてほしいと願っています。
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周りをよく観察してみよう。不思議だなって感じることはないかな。
まわ かんさつ ふ し ぎ かん

「どうしてだろう」、「なぜだろう」と思ったら調べてみよう。教科書に載
おも しら きよう か しよ の

っていないことや授業で習わないことが分かったら、すごく楽しいよ。
じゆぎよう なら わ たの

風が歌ったり花が笑ったりしているなって思うときはないかな。人じ
かぜ うた はな わら おも ひと

ゃないものが、なんだか人のように感じられるなんて素敵だね。自然の中
ひと かん す てき し ぜん なか

で、命を実感できる瞬間があったら、とても嬉しいよ。
いのち じつかん しゆんかん うれ


